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研究要旨 

 我々は以前より、痛みを客観的に評価するため、感覚刺激誘発電位による検査手法の確立を

行なってきた。さらに臨床での汎用性を目指し、簡易的手法としての Quantitative Sensory 

Testing（QST）についても並行して研究してきた。そこで今年どの研究では、本事業の最終目

的である簡易的 QST（pQST)の妥当性を担保するものとして、Intra-epidermal electrical 

stimulation（IES）を用いた評価法の確立をすることを目的とした。pQSTの基準値および妥当

性の検証として、健常者の圧痛閾値、Temporal summation、Conditioning を測定した。また

IESの基準値と妥当性の検証として、Aβおよび Aδ刺激による体性感覚誘発電位（SEP）を、健

常者ならびに慢性疼痛患者で測定開始した。結果としては、pQSTは 10名の健常被験者を測定

し、SEPについては数名の慢性疼痛患者の測定を行った。今後は、pQSTの健常被験者を 40名、

IESの健常被験者 20名、慢性疼痛患者 30名を目標に測定し、解析していく予定である。 

 

Ａ．研究目的 

痛みは主観に基づく感覚である。慢性疼痛

は、生物心理社会モデルで患者を評価し、治

療を行う必要があるが、生物学的痛みの評価

には主観的なものが多い。また、生物学的要

因を明らかにする検査の方法としては、現在

体性感覚誘発電位や組織生検といった、設備

や技術が必要とされる検査法になってしまい、

汎用性に欠ける。 Quantitative Sensory 

Testing（QST）は、これらの欠点を補うため

に開発された手法であるが、従来の方法での

臨床応用は、機器や検査時間などの点でまだ

問題がある。 

我々はこれまで独自に、慢性疼痛における

神経機能を明らかにする目的で、様々な感覚

刺激による誘発電位の解析を行ってきた。そ

の 一 つ に 、 Intra-epidermal electrical 

stimulation（IES）を用いた体性感覚誘発電

位（SEP）がある。この方法は侵害受容器が局

在する Aδまたは C 線維が皮膚の最表面（表

皮内）まで到達することを利用したものであ

り、小径線維の刺激に優れている。また、QST 

 

についても近年着手し、その臨床的有効性に

ついての検証を目的に研究を行ってきた。 

したがって本事業における、我々の今年度

の研究としては、高知大学によって開発され

た簡易式 QST（pQST）の基準値確立と妥当性

の検証を行うことと、IES の基準値ならびに

妥当性を検証することを目的とした。 

 

Ｂ．研究方法 

B-1 

 健常被験者に対し、圧痛閾値（PPT）、

Temporal summation（TS）、Conditioned Pain 

Modulation（CPM）をそれぞれ下記の部位と方

法で実施した。 

1) PPT 

測定部位:三角筋（Del）と前脛骨筋（TA） 

使用機器：ミニアルゴメーター 

圧迫刺激が痛みに変わった瞬間の圧力

を PPTとし、それぞれ 3回測定した。 

 



2) TS  

測定部位:手背(第 3、4中手骨間)と TA 

使用機器：ピンプリック 

連続的な痛み刺激に対する疼痛レベル

を評価し、中枢感作の指標として解釈す

る。1秒間隔で 10回刺激し、連続刺激に

対する痛みの強さの変化をVASで評価し

てその加重効果を測定する。 

3) CPM  

測定部位:Delと TA 

条件刺激部位:対側耳垂 

測定機器：ミニアルゴメーター、ペイン

クリップ 

条件刺激の有無による測定部位の PPT変化

量を評価し、内因性疼痛抑制系の指標として

解釈する。条件刺激は痛み VASが 6cm以上に

なるようにしてPPTをそれぞれ3回測定した。 

B-2 

 侵害受容器の特異的刺激方法として、IES

を用いた。IESは上述したように Aδ、C線維

を刺激できる方法であるが、針を用いずに外

筒を利用すれば Aβ線維を刺激することも可

能である。すなわち同じ刺激電極で刺激電流

などを工夫すれば触覚と侵害受容感覚を別々

に刺激できる。各刺激条件と誘発電位設定は

図 2ならびに後述する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜感覚閾値＞ 

0.01-0.05ｍAずつ電流量をあげ、知覚でき

たところから下がり弁別可能な電流量を測定 

＜各線維刺激条件＞ 

Aβ刺激条件 

1ms-10ms-1ms/20ms/3times 

Trapezoid wave 

Aδ刺激条件 

   6-0-6ms/20ms/3times  

   Triangle wave 

C刺激条件 

   1-0-1ms/20ms/10time 

   Triangle wave 

＜誘発電位設定＞ 

International 10-20 system    

  CZ-A1/A2 Linked earlobes 

  Band pass 0.1-50Hz     

  Sampling rate 1000Hz 

  Impedance〜5kΩ 

15-20 artifact-free waves: Averaged 

 

本研究では健常者ならびに慢性疼痛患者を

対象として、IESによる Aβ線維刺激および A

δ線維刺激の基準値を明らかにするとともに、

SEPによるその妥当性を検証する。 

 

（倫理面への配慮） 

本研究は愛知医科大学の倫理規定に基づい

て進めている。 

 

Ｃ．研究結果 

B-1 

健常被験者 10名の pQST測定を終了した。

我々の施設に限った結果としては、男女各 5

名、平均年齢 33.9±6.54歳であった。PPTは

Delで 15.7±16.23N、TAで 35.0±12.34Nで

あった。TS は TA で 133±187%、手背で 141

±123%であった。CPMは Delで 21.0±1813N、

TAで 36.7±17.06Nであった。 

B-2 

慢性疼痛患者を中心として測定を開始して

いる。 

 

Ｄ．考察 

B-1 

PPT は CPM において閾値の上昇傾向が認め

られ、また TS についても 100%を超える結果

であったことから、概ね仮説の通りであると

考える。しかしながら今回の結果は途中経過

であるとともに、他の施設と合わせて検討す

ることが重要である。今後、本施設ではさら



に 30名の健常被験者で測定していく。 

B-2 

現在のところ慢性疼痛患者での測定を開始

したところであり、現段階での議論は困難で

ある。今後は健常被験者 20名、慢性疼痛患者

30名を測定し、評価していく。 

 

Ｅ．結論 

 pQST の基準値確立と妥当性検証を開始し

た。また、IES の基準値ならびに妥当性を検

証するため、慢性疼痛患者での測定を開始し

た。今後さらに被験者を募り、検討を進めて

いく。 

 

Ｆ．健康危険情報 

総括研究報告書にまとめて記載。 
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運動器疼痛学会一般口演. 2019.11.30. 

六本木アカデミーヒルズ 

10) 山羽亜実, 藤田貢平, 竹内伸行, 藤田

雄輝, 神谷妙子, 牛田享宏, 西原真理. 

LDAEP 及び変化関連反応と心理指標との

関係性. 第 49 回日本臨床神経生理学会

学術大会一般演題. 2019.11.28. ザ・セ

レクトン福島 

11) 牛田享宏, 西原真理, 柴田由加, 神谷

妙子, 山羽亜実. 疼痛と神経科学 疼

痛の神経生理学研究. 第 49 回日本臨床

神経生理学会学術大会シンポジウム. 

2019.11.28. ザ・セレクトン福島 

12) 宮川博文, 牛田享宏, 赤尾真知子, 井

上雅之, 石田朋大, 出家正隆. 膝前十

字靭帯再建術後1年での患者立脚型アウ

トカムと運動, 精神心理機能との関係. 

第 30 回日本臨床スポーツ医学会学術集

会一般口演. 2019.11.16. パシフィコ横

浜 

13) 平瀬翔, 森田博之, 西村邦宏, 小川徹

也, 野村由佳, 牛田享宏, 高木潤子, 

大竹千生. 篩骨洞の腫瘍による腫瘍性

骨軟化症で短期に QOL が回復した 1 例. 

日本内分泌学会第 29 回臨床内分泌代謝

Updateポスター. 2019.11.30. 高知市文

化プラザかるぽーと 

14) 牛田享宏. 慢性疼痛に対するリハビリ

テーション診療の現況と今後の展望 

日本での集学的治療システムにおける



リハビリテーション診療の役割. 第3回

日本リハビリテーション医学会秋季学

術集会シンポジウム. 2019.11.16. 静岡

県コンベンションアーツセンター グラ

ンシップ 

15) 牛田享宏. 学際的な視点からみた頭痛

診療 集学的痛みセンターでみられる頭

痛：運動器および口腔顔面領域からみた

病態と対応. 第 47 回日本頭痛学会総会

シンポジウム. 2019.11.15. 浦和ロイヤ

ルパインズホテル 

16) 佐藤純, 櫻井博紀, 牛田享宏. 学際的

な視点からみた頭痛診療 天気や環境の

影響を受ける頭痛に対する集学的治療. 

第47回日本頭痛学会総会シンポジウム. 

2019.11.15. 浦和ロイヤルパインズホ

テル 

17) 佐藤純, 櫻井博紀, 戸田真弓, 戸田南

帆, 牛田享宏. 疼痛尺度、精神気分評価

尺度、自律神経ストレス指標に対する微

高気圧暴露の効果. 第 58 回日本生気

象学会大会一般口演. 2019.10.27. 相模

原女子大学 

18) 團隼兵, 泉仁, 羽渕弘子, 羽渕脩躬, 

池内昌彦, 牛田享宏. 変形性関節症の

フレアモデルにおけるマスト細胞制御

の効果. 第 34 回日本整形外科学会基礎

学術集会一般演題口演. 2019.10.17. パ

シフィコ横浜 

19) 牛田享宏. 慢性疼痛の分類の開発の必

要性とその取り組み. 第 34 回日本整形

外科学会基礎学術集会スイーツセミナ

ー. 2019.10.17. パシフィコ横浜 

20) 牛田享宏. 痛みのパラダイムシフト～

脳機能から考える～：運動器の障害と脳

機能. 第 24 回日本口腔顔面痛学会学術

大会メインシンポジウム. 2019.9.28. 

川﨑市産業振興会館 

21) 牛田享宏. 痛み政策の現状と課題. 第

24 回日本ペインリハビリテーション学

会学術大会特別講演. 2019.9.22. 名古

屋学院大学名古屋キャンパスしろとり 

22) 寺嶋祐貴, 尾張慶子, 牛田享宏. 腰部

脊柱管狭窄症様症状を呈した婦人科腫

瘍性疾患の経験. 第 27 回日本腰痛学会

症例報告（一般演題）. 2019.9.14. 神

戸国際会議場 

23) 牛田享宏. 難治性の痛みに対する治療

アプローチ. 第 27 回日本腰痛学会イブ

ニングセミナー. 2019.9.13. 神戸国際

会議場 

24) 牛田享宏. 神経障害性疼痛の病態と治

療. 第 26 回日本脊椎・脊髄神経手術手

技学会学術集会 Spine Leader's Lecture. 

2019.9.7. 大阪国際会議場 

25) 林和寛, 森島達観, 池本竜則, 宮川博

文, 岡本卓也, 牛田享宏, 出家正隆. 

変形性股関節症患者におけるQOLは痛み

に対する破局的思考と関連する. 第 41

回日本疼痛学会一般口演. 2019.7.13. 

名古屋国際会議場 

26) 尾張慶子, 西原真理, 西須大徳, 池本

竜則, 井上真輔, 新井健一, 牧野泉, 

佐藤純, 畠山登, 牛田享宏. 子どもの

痛み 愛知医科大学痛みセンターにおけ

る症例を通じて. 第 41 回日本疼痛学会

一般口演. 2019.7.13. 名古屋国際会議

場 

27) 井上雅之, 服部貴文, 山口修平, 下和

弘, 牛田享宏, 松原貴子. 定量的感覚

検査による慢性疼痛患者の中枢感作評

価の有用性. 第 41 回日本疼痛学会一般

口演. 2019.7.13. 名古屋国際会議場 

28) 櫻井博紀, 佐藤純, 青野修一, 新井健

一, 井上真輔, 西原真理, 畠山登, 尾

張慶子, 西須大徳, 牧野泉, 牛田享宏. 

気象関連性疼痛のメカニズムと治療戦

略 気象関連性疼痛を訴える慢性疼痛患

者の特徴と運動療法. 第 41 回日本疼痛

学会シンポジウム. 2019.7.13. 名古屋

国際会議場 

29) 下和弘, 井上真輔, 牧田潔, 土屋まり, 

太田裕子, 平井裕一, 若林淑子, 宮川

博文, 新井健一, 牛田享宏. 難治性慢

性疼痛に対する短期集中入院型ペイン

マネジメントプログラムの効果. 第 41

回日本疼痛学会一般口演. 2019.7.13. 

名古屋国際会議場 



30) 城由起子, 新井健一, 牛田享宏. 腸内

細菌叢組成は痛みの感受性に影響する. 

第 41 回日本疼痛学会一般口演 . 

2019.7.13. 名古屋国際会議場 

31) 尾張慶子, 西須大徳, 城由紀子, 松原

貴子, 西原真理, 牛田享宏. 7 年間原因

不明の謎の痛みが Red Flag と判明した

一例. 第 41 回日本疼痛学会一般口演. 

2019.7.13. 名古屋国際会議場 

32) 西須大徳, 青野修一, 尾張慶子, 牧野

泉, 井上真輔, 新井健一, 佐藤純, 畠

山登, 西原真理, 牛田享宏. 口腔顔面

痛初診患者の多面的評価. 第 41 回日本

疼痛学会一般口演. 2019.7.13. 名古屋

国際会議場 

33) 青野修一, 牛田享宏. 疼痛医療におけ

るデジタルイノベーション 疼痛診療

と AI. 第 41回日本疼痛学会スポンサー

ドシンポジウム. 2019.7.13. 名古屋国

際会議場 

34) 永井修平, 寺嶋祐貴, 西須大徳, 尾張

慶子, 牛田享宏. 多系統萎縮症患者の

下肢疼痛に対して SCS が効果を示した 1

症例. 第 41 回日本疼痛学会ポスター. 

2019.7.12. 名古屋国際会議場 

35) 尾張慶子, 西須大徳, 城由紀子, 松原

貴子, 牛田享宏. 治療抵抗性頭痛を呈

して来院した思春期女子に対し睡眠改

善で軽快した 1 症例. 第 41 回日本疼痛

学会ポスター. 2019.7.12. 名古屋国際

会議場 

36) 田中創, 西上智彦, 牛田享宏, 徳永真

巳, 吉本隆昌. 疼痛発生要因の違いが

中枢性感作症候群に影響するか? 事故

群と非事故群の背部痛の比較. 第 41 回

日本疼痛学会ポスター. 2019.7.12. 名

古屋国際会議場 

37) 水谷みゆき, 牛田享宏, 大道裕介, 西

原真理, 新井健一, 尾張慶子, 井上真

輔, 佐藤純, 畠山登, 西須大徳, 櫻井

博紀, 井上雅之, 下和弘, 牧野泉. 慢

性痛に対する臨床催眠の適用症例 頸髄

損傷後の中枢性疼痛に対して. 第 41 回

日本疼痛学会ポスター. 2019.7.12. 名

古屋国際会議場 

38) 羽渕弘子, 泉仁, 團隼兵, 牛田享宏, 

池内昌彦, 羽渕脩躬. MIA誘起 OAマウス

への骨髄由来マスト細胞 (BMMC) 移入

による疼痛発症にはトリプターゼの受

容体である PAR2 活性化が関与する第 41

回日本疼痛学会ポスター. 2019.7.12. 

名古屋国際会議場 

39) 青野比奈子, 井上真輔, 牛田享宏. 看

護外来を導入し, 医師と看護師の共同

介入で行動変容があった一症例. 第 41

回日本疼痛学会ポスター. 2019.7.12. 

名古屋国際会議場 

40) 西須大徳, 尾張慶子, 牛田享宏, 西原

真理. 長期経過の急性自律性感覚性ニ

ューロパチーにおける神経生理学的評

価が有用と考えられた 1 例. 第 41 回日

本疼痛学会ポスター. 2019.7.12. 名古

屋国際会議場 

41) 舟久保恵美, 福谷直人, 青山朋樹, 北

原照代, 永田智久, 宮木幸一, 福井聖, 

牛田享宏. 産業保健スタッフ, 管理職, 

従業員への慢性痛教育プログラム. 第

41回日本疼痛学会ポスター. 2019.7.12. 

名古屋国際会議場團隼兵, 泉仁, 羽渕

弘子, 羽渕脩躬, 牛田享宏, 池内昌彦. 

変形性関節症のフレアモデルにおける

マスト細胞制御の効果. 第 41 回日本疼

痛学会ポスター. 2019.7.12. 名古屋国

際会議場 

42) 林和寛, 青野修一, 城由起子, 牛田享

宏. バーチャルリアリティを用いたイ

メージ想起が熱痛覚閾値に及ぼす効果. 

第 41 回日本疼痛学会ポスター . 

2019.7.12. 名古屋国際会議場  

43) 井上真輔, 牛田享宏. 慢性腰痛に対す

る「本音の」治療戦略 慢性腰痛に対す

る新しい治療アプローチ "集学的マネ

ジメントプログラム Chronic Pain Camp". 

第 41 回日本疼痛学会スポンサードシン

ポジウム. 2019.7.12. 名古屋国際会議

場 

44) 寺嶋祐貴, 城由起子, 青野修一, 尾張

慶子, 新井健一, 井上真輔, 松原貴子, 



西原真理, 牛田享宏. 各世代における

慢性疼痛への影響因子の違い. 第 41 回

日本疼痛学会一般口演. 2019.7.12. 名

古屋国際会議場 

45) 牛田享宏. 慢性疼痛の克服に向けて. 

第 41 回日本疼痛学会会長講演 . 

2019.7.12. 名古屋国際会議場 

46) 牛田享宏. 慢性疼痛の病態・分類と対応. 

第 32 回日本疼痛漢方研究会学術集会ラ

ンチョンセミナー. 2019.7.6. ベルサー

ル汐留 

47) 牛田享宏. HPV ワクチンの国内外の現状 

身体症状と痛み(脳・体の反応と HPV ワ

クチン接種). 第61回日本婦人科腫瘍学

会学術講演会ワークショップ. 2019.7.5. 

朱鷺メッセ 

48) 井上真輔, 牛田享宏, 木村伸也. 難治

性の運動器慢性疼痛に対する集学的入

院リハビリテーションプログラムの臨

床成績. 第 56 回日本リハビリテーショ

ン医学会学術集会一般口演. 2019.6.16. 

神戸コンベンションセンター 

49) 牛田享宏. 慢性疼痛：集学的アセスメン

トとリハビリテーション治療. 第 56 回

日本リハビリテーション医学会学術集

会教育講演. 2019.6.13. 神戸コンベン

ションセンター 

50) 田中創, 西上智彦, 牛田享宏, 徳永真

巳, 吉本隆昌. 変形性膝関節症患者に

対する理学療法の効果検証 サブグル

ープ化毎の検証. 第 11 回日本関節鏡・

膝・スポーツ整形外科学会一般演題. 

2019.6.15. 札幌コンベンションセンタ

ー 

51) 牛田享宏. 女性を悩ます慢性疼痛のミ

ステリー 慢性疼痛のミステリー. 第

68 回全日本鍼灸学会学術大会 愛知大会. 

2019.5.12. 名古屋国際会議場 

52) 池本竜則, 林和寛, 城由紀子, 新井健

一, 牛田享宏, 出家正隆. 痛みの破局

的思考尺度の国際的妥当性の検証とそ

の比較 システマティックレビュー. 

第 92 回日本整形外科学会学術総会ポス

ター. 2019.5.12. パシフィコ横浜 

53) 井上真輔, 牛田享宏, 新井健一, 下和

弘, 宮川博文, 若林淑子, 牧田潔, 土

屋まり, 太田裕子. 治療に難渋する運

動器慢性疼痛に対する短期入院集学的

ペインマネジメントプログラムの効果. 

第 92 回日本整形外科学会学術総会一般

演題口演. 2019.5.12. パシフィコ横浜 

54) 青野修一, 牛田享宏. 整形外科学にお

ける AI の応用 慢性疼痛治療における

AI技術の臨床応用(疼痛診療支援AIシス

テムの開発). 第92回日本整形外科学会

学術総会シンポジウム. 2019.5.11. パ

シフィコ横浜 

55) 牛田享宏. 運動器慢性痛の治療：

Up-to-date. 第 92 回日本整形外科学会

学 術 総 会 ラ ン チ ョ ン セ ミ ナ ー . 

2019.5.11. パシフィコ横浜  

56) 中嶋秀明, 内田研造, 田口敏彦, 山下

敏彦, 富永俊克, 田中雅人, 山縣正庸, 

海渡貴司, 牛田享宏. 脊髄障害性疼痛

症候群の全国実態調査 臨床的特徴と

治療. 第 92 回日本整形外科学会学術総

会一般演題口演. 2019.5.9. パシフィコ

横浜 

57) 平瀬翔, 野村由佳, 伊藤竜男, 森田博

之, 高木潤子, 岩山秀之, 牛田享宏, 

Narantsatsral Daramjav. 8 年間で QOL

が著明に低下した重症骨軟化症の一例. 

第 92 回日本内分泌学会学術総会ポスタ

ー. 2019.5.10. 仙台国際センター 

58) 中嶋秀明, 内田研造, 田口敏彦, 山下

敏彦, 富永俊克, 田中雅人, 山縣正庸, 

海渡貴司, 牛田享宏. 脊髄障害性疼痛

症候群の臨床的特徴と治療に関する全

国実態調査. 第 48 回日本脊椎脊髄病学

会学術集会一般口演. 2019.4.19. パシ

フィコ横浜 

59) 井上真輔, 牛田享宏, 新井健一, 下和

弘, 宮川博文, 若林淑子, 牧田潔, 土

屋まり, 太田裕子. 治療に難渋する慢

性腰痛に対する新しい治療アプローチ 

- 集学的慢性痛マネジメントプログラ

ムの臨床成績. 第 48 回日本脊椎脊髄病

学会学術集会ポスター. 2019.4.18. パ



シフィコ横浜 

60) 鈴木秀典, 青野修一, 今城靖明, 西田

周泰, 舩場真裕, 井上真輔, 田口敏彦, 

牛田享宏, 坂井孝司. 慢性腰下肢痛治

療における Numerical Rating Scale 

(NRS) と Minimally Clinically 

Important Difference (MCID) について. 

第 48 回日本脊椎脊髄病学会学術集会一

般口演. 2019.4.18. パシフィコ横浜 

61) Ushida T. Assessment and Treatment of 

Musculoskeletal Chronic Pain. The 

15th Asian and Oceanic Society of 

Regional Anesthesia and Pain Medicine 

Congress (AOSRA-PM2019) Educational 

Lecture. 2019.4.18. 高知市文化プラザ

かるぽーと 

62) 西原真理. 慢性疼痛をどう捉えて治療

にむすびつけるか－脳とこころの視点

からチームアプローチまで－. 第 24 回

日本基礎理学療法学会学術大会教育講

演. 2019.11.30. 朱鷺メッセ 

63) 西原真理, 乾幸二, 柿木隆介. 誘発電

位の新ガイドライン 2(事象関連電位、痛

覚関連誘発電位、磁気刺激を含む運動誘

発電位) 痛覚関連誘発電位 新ガイド

ライン. 第 49 回日本臨床神経生理学会

学術大会シンポジウム. 2019.11.29. コ

ラッセふくしま 

64) 西原真理. 痛み・それは脳の問題か？身

体の問題か？－うつ病と痛みの関連も

含めて－. 第2回日本心身医学関連学会

合 同 集 会 ラ ン チ ョ ン セ ミ ナ ー . 

2019.11.15. 大阪市中央公会堂.  

65) 西原真理. 痛みと心について～身体科

から診たこころと精神科から診た身体

～：精神科医による「痛みのミカタ」. 第

24 回日本口腔顔面痛学会学術大会教育

セミナー. 2019.9.29. 川﨑市産業振興

会館 

66) 西原真理. 慢性腰痛治療に対する他職

種アプローチ：コンサルテーション・リ

エゾン精神医学から見た慢性腰痛. 第

27 回日本腰痛学会シンポジウム . 

2019.9.14. 神戸国際会議場 

67) 西原真理. 慢性疼痛に対する心理療法

は誰が担当するのが望ましいのか？：精

神科の視点から. 日本ペインクリニッ

ク学会第 53 回大会パネルディスカッシ

ョン. 2019.7.20. 熊本県立劇場 

68) 竹内伸行, 絹川友章, 杉山俊介, 乾幸

二, 兼本浩祐, 西原真理. 脳磁図を用

いた侵害受容刺激による触覚反応抑制

効果. 第 41 回日本疼痛学会一般口演. 

2019.7.12. 名古屋国際会議場 

69) 西原真理, 井上雅之. 慢性疼痛：集学的

治療の重要性. 第115回日本精神神経学

会学術総会シンポジウム. 2019.6.22. 

朱鷺メッセ 

70) 西原真理. 慢性疼痛、そのこころとは? 

－コミュニケーションの重要性を再考

する. 東海・北陸ペインクリニック学会

第 30 回東海地方会総合教育講演. 

2019.5.11. ウインクあいち 

71) 西原真理. 長引く痛みの疼痛マネジメ

ント：精神科医の立場から. 第 30 回日

本医学会総会 2019 中部シンポジウム. 

2019.4.27. 名古屋国際会議場 

72) 柴田由加, 姫野龍仁, 西原真理, 神谷

妙子, 谷浩也, 中山享之, 近藤正樹, 

恒川新, 加藤義郎, 神谷英紀, 中村二

郎. 表皮内刺激装置(PNS-7000)を用い

た糖尿病性多発神経障害の病態評価に

ついて. 第 62 回日本糖尿病学会年次学

術集会ポスター. 2019.5.24. 仙台 

 

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況（予定を含

む。） 

1.特許取得 

 なし 

2.実用新案登録 

 なし 

3.その他 

 なし 

 

 

 

 


